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 ５月１８日は第４回の健康講座を開催させていただきました。１００名を超える方々にご参加

いただきました。本当にありがとうございました。様々な食品やサプリメントが溢れる中で、体

に悪いものをどのようにして見分けるか、ということについてヘルシーパスの田村社長から詳し

くお話しいただきました。通販やインターネット、量販店に並んでいる健康食品のほとんどに虚

偽表示がなされているということに皆さん驚いておられました。また、発達障害の懸念のある子

供たちが増えているということに栄養が関連していることはまだほとんど知られていません。ア

メリカでは遅発型フードアレルギー検査や毛髪検査、遺伝子検査などを行い、ビタミンやミネラ

ルなど栄養面からもアプローチしていきます。日本はまだまだ遅れているのが現状です。 

田村社長を始め、分子栄養学を学んでいる私たちは、加工食品に含まれている添加物や保存料、

食品の重金属の汚染などに懸念を抱いています。まずはバランスの良い食事をとること。講演の

中で触れられた、「今どきの大学生の食事」。目を覆うものがあります。彼らが結婚して子供が生

まれた時、どのような食生活になるのだろうかと、つい自分の娘の姿を思い浮かべてしまいまし

た。ダイエット願望からくる間違ったカロリー制限、栄養を無視したお腹を満たすだけの食事。 

シンプルでもいい、旬の野菜をたっぷり食べ、タンパク質もしっかり摂ることが健康の基本です。 

そして、よく噛むこと！そのためにもお口のケアを心がけてくださいね。 
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昨日の自分を超えるだけでいい 

みやざき中央新聞編集長  水谷
みずたに

謹人
も り ひ と

 

  

こんな面白いお父さんがいた。 

 彼は、全国を飛び回って仕事をしているので、１年のうち３日以上家にいたことがない。

そんな生活が１０年以上も続いている。でも毎晩、仕事先から２人の息子に電話をした。「お

父ちゃん、今日はどこ？」 

「今日は宮崎や。分かるか？」 

 電話の横に日本地図が貼ってあった。２人は宮崎を探し、そこにピンを挿す。これを毎日

続けた。小学校１年生になる頃には長男は４７都道府県と県庁所在地の名前を覚えた。また、

それぞれの土地の名産品も覚えた。お土産がその土地の名産品だったからだ。２人に勉強し

ている感覚はなかった。ゲーム感覚で覚えていった。 

 ２年前、年末年始に初めて１０日間、休みが取れた。子ども達は小学６年生と５年生にな

っていた。「どっか遊びに連れていったるわ」と誘ったら喜んだ。「どこに行くの？」「ま、

黙ってお父ちゃんについてこい」 

 ３人は電車に乗った。着いたのは名古屋駅。大都会に出てきて２人は大喜び。さらに新幹

線に乗り換え、羽田空港で降りた。 

 飛行機に乗ると知って、またまたびっくり。ひと眠りした後、子どもたちは信じられない

光景を目の当たりにした。そこはロサンゼルス空港だった。 

 本場のディズニーランドに行った。２日間通して遊べる「２デーパスポート」を買い、「高

かったんや。絶対無くすなよ」と言い聞かせて２人を自由にした。十数分後、２人が戻って

きた。顔面蒼白だった。「お父ちゃん、パスポート、無くした。」 

 こういう時は怒っても仕方がない。「自分たちで何とかせい。あそこに行って泣いて状況

を説明してこい」と、カスタマーセンターに行かせた。 

 １時間後、２人は満面の笑顔で戻ってきた。「２デーパスポート」を無くしたこと、無く

したことが分かったらお父ちゃんからボコボコにされることを泣きながら身振り手振りで

説明したら、お客さんまで集まり、人だかりができたそうだ。 

 よほど同情されたのだろう。２人はパスポートを再発行してもらい、その上、並ばなくて

もアトラクションに乗れる「ファストパス」までもらってきた。 

 ここから２人は変わった。度胸が付き、積極的に誰にでも身振り手振りで話しかけるよう

になった。何よりもアメリカ人が大好きになった。 

 街にショッピングに出た日、お父さんはある計画を実行した。街の中で子どもらを迷子に

してみよう、と。お父さんはスーッといなくなった。 

 夕方、お父さんがホテルに帰ると、カフェで息子たちが楽しそうにパフェを食べていた。

「よう、帰ってこれたなぁ」と聞くと「お父ちゃん、遊び疲れたぁ」と言った２人の顔は輝

いていた。 



 

 お父さんとはぐれた後、２人は持っていたお金でレストランに入り、身振り手振りで注文

し、お店の人と仲良くなり、事情を説明してホテルの場所を聞いた。でもまだ時間があった

ので遊園地の場所を教えてもらい、そこで思いっきり遊んでホテルに帰ってきて、持ってい

た最後のお金を使ってパフェを食べていたというのである。 

「今度は友達と来たい。僕が案内をする。だから英語を勉強したい」 

２人は中学生になった。英語の成績だけは断トツにいいそうだ。 

先週、ニートの若者を集めて農業生産法人「㈱耕せにっぽん」を主宰している中村文昭さ

んの子育て話に引き込まれた。 

中村さん曰く、「誰かに勝つことなんか必要じゃない。昨日の自分を超えるだけでいいん

や。毎日ジグゾーパズルのピースを１個はめるようなもんや。ピースって、その凹み（欠点）

は誰かが埋めてくれる。出っぱり（長所）は誰かの役に立つ。やり続けるといつかパズルは

完成する。そうやって人は成長し、社会は平和になる。だからピースなんや」 

こんな「背中」を持った大人が、必要だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この社説を読んだ時、胸のすくような爽快感を覚えました。このお父さん、すごいな、と

感服しました。仕事の関係で毎日子どもと顔を合わせることはない生活のなかでも、心の底

ではしっかりと子どもと繋がっていて、子供の可能性を伸ばす術を心得ておられる、素晴ら

しいお父様ですね。私などあれこれと手を焼き過ぎて、子供が歩む道を先払いしてしまって

いるのではないかと反省しました。 

 先月末に中学校の体育祭がありました。今年は広報委員を引き受けたので、当日は朝から

校庭で写真撮影。リレーや団体競技に一生懸命向き合う子供たちの姿に声援を送りました。

解団式の写真まで必要とのことでしたので、最後までお付き合いしました。娘の団は優勝で

きなかったのですが、3 年生の応援団長が泣きながら挨拶し、皆が肩を抱き合う姿を見て、

若者の純粋さ、ひたむきさに久々に触れ、自分の遠い昔を懐かしく思い出しました。子ども

たちのきらきら輝く瞳を見ながら、どの子もたくさんの可能性を持っているのだと改めて思

いました。それをどう引き出すかが親の課題ですね。 
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